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工
作
験

曾

罷

や
男

化
に
向
け
た
開
発
に
取
り
組

む
。

オ
ー
タ
ー
メ
ー
ド
が
中
心

で
、

規
格
通
り
の
憲
産
機
械
で

は
避
応
で
き
な
い
顧
各
の
要
望

に
応
え
る
。機

械
だ
け
で
な
く
、

顧
客
の
設
備
に
合
わ
せ
た
工
臭

の
製
作
な
ど
も
手
掛
け
る
。

か
つ
て
は
木
工
機
械
の
取
り

扱
い
が
多
か
っ
た
が
、

近
年
は

数
値
制
御
が
で
き
る
Ｎ
Ｃ
疲
盤

な
ど
の
金
属
加
工
機
械
が
中

心
。

年
間
で
四
千
台
を
売
り
上

昭
和
４４
年
創
業
や
平
成
６
年

に
株
式
会
社
を
設
立
し
た
。

昭

和
姫
拝
に
は
和
紙
原
材
料
の
加
！

！工
機
を
考
案
し
た
こ
と
が
認
め

義黎
選
襲
縫
緩
荘

弔
徳
誉
裁
１ｌ
Λ
〓
潤売

上
高
は
約
■
億
５
０
０
０
万
円

（平
成
１９
年
８
月
壌
）

顧
客
を
開
拓

き
た
ら
い
い
な
」
と
い
う
構
想

を
実
現
す
る
、
ド
ラ
え
も
ん
の

よ
う
な
会
社
で
あ
り
た
い
」
と

話
す
。

会
社
を
創
業
し
た
折
敷
地
智

社
長
の
長
男
で
、

入
社
す
る
前

は
大
販
府
内
の
二
具
御
会
社
に

動
め
て
い
た
。

機
械
な
ど
の
販

売
だ
け
で
は
な
く
、

そ
の
後
の

顧
客
の
フ
ォ
ロ
ー
に
は
特
に
気

を
配
る
抱

「お
客
さ
ん
が
満
足

し
て
い
る
か
を
確
認
し
、

社
の

信
頼
を
得
る
こ
と
で
、

長
く
付

き
合
い
の
で
き
る
関
係
を
つ
く

り
た
い
」
と
話
す
。
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ら
製
造
ま
で
の
す
べ
て
を
請
け

負
う
ゃ
そ
の
た
め
、

コ
ス
ト
タ

ツ
ン
や
納
期
を
守
る
こ
と
が
で

新 鋤
規  ‐ ‐

“
営
業
部

・
シ
ス
テ
ム
販
売

部
長
　
折
数
地
淳
さ
ん

（３６
）

平
成
十
四
年
に
入
社
し
、

営

業
部
閑
を
担
当
。

さ
ま
さ
ま
な

分
野
の
企
業
に
足
を
運
ビ

新

規
の
顧
客
を
開
拓
し
て
き
た
。

「
お
客
さ
ん
が
困
っ
て
い
る

こ
と
を
的
確
に
把
握
し
、

『
で

特
注
の
省
力
化
機
械
製
造

げ
た
板
金
切
断
機
の
ヒ
ッ
ト

商

品
も
あ
る
。

東
京
大
の
葉
粒
子
鶴
測
施
設

「
ス
ー

パ
ー

カ
ミ
オ
カ
ン
デ
」

（飛
廓
市
神
岡
町
）
の
タ
ン
ク

内
で
光
を
キ
ャ
ッ
チ
し
た
深
さ

を
測
る
装
置
も
手
掛
け
た
。

塵
家
か
ら
の
依
頼
を
受
け
て

開
発
し
た
ト
マ
ト
の
芭
植
え
用

の
大
塩
冴

葉

廃
泊
や
廃
液
を

処
理
す
る
機
械
な
ど
幅
広
い
分

野
の
ユ
ー
ズ
に
対
応
し
て
い

る
。社

の
強
み
は

て
い
る
こ
と
。

き
る
。

多
く
の
企
業
が
人
件
費
削
減

を
図
る
中
、

近
年
は
売
り
上
げ

を
伸
ば
し
て
い
る
。

現
在
の
エ

場
が
手
狭
に
な
っ
た
た
め
、

来

年
八
月
に
は
近
く
に
で
き
る
新

ェ
鎌

難

襲

曜

野

に

も
挑
戦
す
る
精
神
を
持
ち
、

お

客
さ
ん
の
エ
ー
ズ
に
幅
広
く
対

応
で
き
る
企
業
で
あ
り
た
い
」

と
話
し
て
い
る
。

貫
生
産
を
し

社
で
設
計
か

描朝 の部品を加工するateR



飛
騨
木
工
連
の
研
究
会
が
開
発

飛
騨
木
工
連
合
会

（高
山
市
天

ホ
ゾ
政
壌
」
を
藤
発
し
た
。

二
十

満
町
）の
会
員
企
業
で
つ
く
る
「自

一
一日
に
は
、

同
市
山
田
町
の
県
生

主
改
善
研
究
会
」
は
、

家
具
製
作

活
技
術
研
究
所
で
、

家
具
メ
ー
カ

に
不
可
欠
な
ホ
ゾ

（本
材
を
接
合

―
を
招
い
た
実
演
を
行

っ
た
ｔ

す
る
突
趣
！
の
加
工
技
術
を
高
め

　

現
在
、

各
メ
ー
カ
ー

が

導
入

た

「衛
易
Ｎ
Ｃ

（数
値
制
御

）
式

し

て
い
る
加

工
機
は

外
国
製

の

家具製作効率化へ新ホゾ取機

~西
場 NC弐 ホ /取 俊 |の 実瀬 に見入 る

家 具 メ ー カー の 関 係 書 ら=高 山 市 は1囲
町 、県生 活技 術研究所

餞 同時加工 も可能に
清
円

（だ
え
ん
）
ホ
ゾ
取
騒
が
主

流

。
導
入

コ
ス
ト
は

数
千
万
円

と
高
く
、

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
が
因
薙

な
ど
の
問
題
が
あ
り
、

同
研
究
会

は
半
年
前
か
ら
、

地
元
の
工
作
機

械
メ
ー
カ
ー

「共
栄
製
作
所
」
と

共
同
で
、

よ
り
使
い
勝
手
の
よ
い

新
機
種

の
開
発
を

手
掛
け

て
き

た
。簡

易
Ｎ
Ｃ
式
ホ
ゾ
取
機
は
、

液

晶
タ

ッ
チ
パ
ネ
ル
で
す
べ
て
の
操

作
を
制
御
。

ホ
ゾ
の
寸
法
を
設
定

す
る

「
段
取
り
」
の
作
業
時
間
を
、

こ
れ
ま
で
の
三
十
分
か

多ヽ
数
秒
に

短
縮
。

角
型
ホ
ゾ
の
同
時
加
工
も

可
能
で
、

汎
用
部
品
を
組
ん
で
設

計
し
た
こ
と
で
、

導
入
コ
ス
ト
を

従
来
の
五
分
の

一
に
コ
え
た
。

二
月
か
ら
同
研
究
会
会
長
に
就

任
す

る
折
敷

地
致
さ
ん
全
う
は

「
家
具
生
産
の
効
率
が
飛
廊
的
に

向
上
す
る
。

飛
騨
の
木
工
業
界
に

活
気
を
呼
び
戻
す
足
掛
か
り
に
な

れ
ば
」
と
話
し
た
。



脚
物
加
工
に
朗
報
！

セ
ッ
ト
替
え
も
１
／
１０
以
下
、

導
入
ヨ
ス
ト
ー
て
）

「簡
易
Ｎ
Ｃ
式
ホ
ゾ
取
機
」
を
開
発

・
公
開

価
飛
騨
木
工
連
台
会

・
自
主
改
善
研
究
会

VCDDMⅢ C Vet2・。''

ハ司会をする■1共栄製作所の
折慰他 淳氏

▲発案報告をするキ々シラカワの
轟 襲造Ft

▲渋 rtする飛第木工選告会自
主改畜い究会会長で伯六五
|,の苺戸 均氏

伽
飛
即
本
工
逆
合
会
　
白
ｉ
改
キ
研

究
会

（
■
務
局
Ｈ
高
山
市
ｉ
ｍ
町
本
町

一
ノ

一六
Ｃ

，
柏
木
工
的
内

在
戸

均

会
長
、

ａ
〇
五
ｔ
ｔ
ｌ
ｉ
二
１
〇
九
五

〇
　
一
九
年
度
参
加
メ
ン
パ
ー
＝
的
売

川
理
材
機
製
作
所
　
山
冊
港
貴
氏

的

イ
バ
タ
イ
ン
テ
リ
ア
　
両
谷

均
氏
、

オ
ー
ク
ヴ
イ
レ
ツ
ジ
伸
　
澤
岡
淑
郎
氏

位
本
工
伸

・
林
炉
均
氏

的
雑
子
会
，

■
田
耕
　
氏
　
的
★
栄
製
作
所

・
折
敗

地

浮
氏
、

佃
シ
ラ
カ
ワ
・
西

義
治
氏

飛
騨
産
業
ｍ
　
購
寛
長
悔
氏

暖
車
県

■
市
技
術
研
変
所

二
〓
井
防
也
氏
）
は

こ
の
ほ
ど

「
簡
易
ヽ
Ｃ
式
ホ
ゾ
取
機
，

を
開
発
実
現
し
た
の
を
機
に
　
い
月
二

二
口
∞
年
後

一
い
か
ら
高
山
市
山
田
町

一
五
五
増
岳
地
に
あ
る
岐
車
県
生
活
技

術
研
究
所
　
大
会
議
〓
で
近
践
木
工
家

具
　
機
械
労
物
関
係
者
ら
二
七
人
が
楽

う
中
、

開
発
の
経
維
と
開
発
機
械
の
性

能

雑
お
性
等
に
つ
い
て
発
表
す
る
と

と
も
に
　
同
研
究
所
内
の
材
料
加
工
室

で

「
商
坊
ヽ
Ｃ
式
ホ
ゾ
取
」
モ
デ
ル
機

の
加
工
発
注
を
技
秘
し
た
。

今
回
の
前
易
Ｎ
Ｃ
式
ホ
ゾ
取
機
の
門

発
は
　
自
士
研
究
会
に
よ
る
一
九
年
度

の
Ｗ
究
開
発
テ
ー
マ
で
あ
っ
た

「
打
易

的
な
Ｎ
Ｃ
位
置
制
御

一
の
開
発
失
現
に

向
け
重
点
的
に
取
純
ま
れ
た
結
果
先
成

し
た
Ｎ
Ｃ
木
工
機
械
で
、

ンヽ
ー
ケ
ン
ス

を
用
い
る
こ
と
で
製
造
コ
ス
ト
を
最
小

限
に
抑
え
て
自
動
位
置
制
御
を
可
能
に

し
た
機
構
を
開
発
実
現
し
た
の
が
最
大

の
セ
ー
ル
ス
ホ
イ
ン
ト
で
あ
る
．

ｔ
刻

べ一
能
室
で
的
よ
栄
製
作
所

打
秋
地
氏

の
司
会
で
発
表
説
明
会
が
行

▲鶴易NCホ ツ取機の発表会風擦

製作所の竹‖ 筆氏
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■協同組合 飛騨木工連合会′/自 主改善研究会 〒 j068678位■県高山Ⅲ人滑日r51  TEL阿 77322100

【会員メンバー】

■山田浩貴 伸 荒川製材機製作所

口面谷均 ■仰イバタインテリア ・技術課長

■達岡淑郎 オ ークヴィレッジlhl 主任

■益戸均′
′
柏木工備 ・設備課主任

■吉口耕一′′働難子舎 ・製作部副部長

コ折敷地淳/仰英栄則作所 営業部システム販売部長

■西義治 ・伸シラカワ・製造部次長

■鷲見長衝 ,ン飛騨産業榊生産管理部次長

■三井勝也ンア技阜県生活技術研究所 専円研究員

簡易NC式 ホゾ取り加工機を発表

機械開発研究事業の取組みで誕生

(協)飛騨本工連合会 (全員政34hrt

実所、卑母長 t北 村斉い進木工に

社長)の n it改キ研究会 (統r■均会

長=柏 本工伸設備諜主任)は平成19

年度FH残研究事業として取班ふ師

開発した前易NC式 ホブ取検 SS母

NCH801型 の発表会を4月 2日 午fr4

1時 から高山市HH]町 の域車叫イL活

技術研究所で21j継したて発表会は十

後 i liに同llT究所 3踏 大会歳“に

て 新 年度正究全々長となる(やすヽ来

製作所 tFf欧砲ン営業部システム収

売訂jtの司会進行により始められ、

益F均 会長が 「平成18、19年P4の会

長を務め 当 初
・
自動化研究会

・
と

して,i動していた会を幅広い印F究開

発をH指 す会として名務変Iし 、■

と工理の改善と加工機技の開発研

究の2つ の課題を事業活動に取上げ

て推進。その成果として今回の前

易旺 式ホ/TK機の開発が実現した。

このホゾ取機が単に飛邸の本 :各社

だけでなく、lR騨の■から全Hに 的

けて売価し、木工加工に役立つ険紋

として成長するよう期待したい。央

機を寛ながら更なる改虫点やアド′(

イスがあったらお願いします」と、

事策折効の経林と報告を表ねて浜υ

4θ

した。

引続き今Jの 加 [検 拭発容者で

ある伸シラカワ製走部の西表お次三

からPAl発の車田として 大 量生産か

ら少壁生産システムに移行している

時に従来のホゾ取り加|工は段取り時

間、加 工技術、"物 す法調整誉えな

どにム練を要したこと。本ゾ取りは

格走的に多粒加 Eとなるため、商観

なイタリアや ドイツなどの外国饗桁

円ホゾ取撲、 6触 NC険 がi旅 。 し

かも部品やPll北品などの取 り寄せ

も高価で細期に‖↓い1がかかるなど

のアメリットが生していたit考 慮

し こ の離題を研究tiR電のなとして

研究会メンバー9人 で加工機枚の開

発に取紅み 今 年 2月 に前易NCネ

/JRり機の 1サ機が完成し、仰 シラ

カワのIE揚に持ち込み、テスト加Jl

を北ねて lヵ 月間把lllしてみたとこ

ろ、段取 り普えや"F,ス ビードも早

く、加工手順も価1卜に材の欠けも少

なく仕上り度が大きく改韓した。ま

た、ヨコ タ テ加工もできるホゾカ‖

飛騨寓出地区の家具 木工、機械販売業者が集まってホゾ加工を実演



シーケンス制御機構採用で低コストを実現

購入希望者には500万 円前後で販売する計画

工によって需要範囲が増えたにか、

加エホゾ長さは厚み部分を切劇する

内刃 外 刃仕様の表房製誉刃式調整

カッターを採用し、材を固定する治

具により0 1mmの精度までHr能する

メリットが得られるようになったと

報告した。,続 き機械製作を担当し

たIn共栄製作所 ‐設計開発課の竹】!

聡課長が開発機の力E工手順、FF 官

業部ンステム販売部の新敦地津部長

が導入メリットと4F用対効果につい

て説明した後、 1時 の木工言に移動

して実機による加工実蹟のアモンス

トレーションが行われ、質疑応答を

兼ねて実際のホゾ加工を約 1時 間に

わたつて見学。オークヴィレフラ1的

の澤岡淑郎主任が閉会の換拶をして

能会した。

〔柄 易NC式 ホ ブ取 り機 'SSS

NCH3Cl型 の利点〕

▽段取 り時向の短縮 =現 状卸～

40分かかる段取り替えが新機種で3

分、プログラム済の場合は歓秒にて

害えられる。

▽竹日本ゾ、角ホプが一台の絵杖

にて策lllできる。

▽従来 加 工調整が推しいため、

ある程度経験と機枝のオペレータが

限定されていたが、NC制 御のため

詐でもが簡単にホテ加工ができる.

▽メカ的な調整が必要のため

バツクラッシ (ガタ)が生 じ 数 を

こなすと磁妙にすとが狂うことが多

くあったが、NC制 御によう躍 り返

し精度も長く仕 Lげ面も庄い。

▽llL用部品の組合わせで設計開発

したため、故障時の部品調達力【短納

期で容易に安価で入手できる。

▽従来の精円ホゾ取り機は、製品

本ブを"は工するまでやてH」けしなおヤ

ら寸法調整 (刃物の突出しなど)を

要し 製 品の寸とを出すまでに数回

捨てlHlりされていたが、線り返し精

度により基本的に不要となった。

このため導入メリットとしてのヨ

スト面で時間 金 価 人 工などの問

で削減可能が大いに畑待できる。

NCH801型 の特長は次の通りさ

▼シーケンサを用いたシーケンス

制御を導入し 直 線 円 弧運動車の

組合わせ年の単純な動きに十分対応

した上でのほコストカf4_現した。

▽タッチノ`ネル方式の銀作盤で、

備革に入力作業カモ行える↑

▽ワークは同時2本 までセット可

能で、そナLぞれに角 九 本ゾの加工

設定、寸法設定ができる。プログラ

ムは牧Ⅱ通り登録可能で 予 め登録

しておけば製品番け年を入力するだ

けで誇定ができ、すぐに加工させる

ことも可能,

▽ホブ取り機は本工校社の中でも

多くの段取り時間が必要とされてい

た。従来の桁円本ブ加工機に比べ、

タッチパネルの入力だけで済むの

で、大幅な段取り時間の短縮が実現

した。

なお、横脱本体の希望販売価格は

5111 tt lll前後 (刀物別 ′刃物選択白

出)を 予定している。

【橋日本プと角本ゾの加工例】

簡易NC式 ホゾ取り加工機/SSS NCH801型



2006年 (平劇 8年)6月 11日  日 曜日 6粛

木
工
か
ら
座
案
、

福
祉
、

環

境
保
護
ま
で
―
。

特
注
省
力
化

機
稜
を
次
々
と
創
造
し
、

地
域

に
京
献
し
て
い
る
企
業
が
あ

る
。

高
山
市
松
之
木
町
の
メ
ー

カ
ー

「共
栄
製
作
所
」
。

一相
手

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
共
に
栄
え

た
い
」
と
い
う
社
長
の
折
敷
地

留
公
じ
の
思
い
を
形
に
し
た
機

械
は
四
百
覆
泰
に
上
り
、

全
国

の
工
場
な
ど
で
活
窪
し
て
い

る
。同

社
は
、　

一
九
六
九

（
昭
和

四
十
四
）
年
創
案
。

工
作
機
械

メ
ー
カ
ー
の
下
講
け
だ

っ
た

が
、

七
二
年
に
和
紙
原
料
の
本

の
度
を
は
ぐ
「
み
つ
ま
た
加
工

機
」を
考
表
。創

意
工
夫
が
露
め

ら
れ
翌
年
、

科
学
技
術
庁
長
宮 ノ

、つ

去
を
受
安
し
、

メ
ー
カ
ー
と
し

て
の
第

一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

こ
の
時
も
、

山
中
和
な
の
産

地
、

旧
〓
口
坂
部
河
合
将
彗
身
の

従
案
員
か
ら

「職
人
も
高
齢
化

し
、

手
で
度
を
は
ぐ
の
は
き
つ

い
労
働
。

な
ん
と
か
穣
械
化
で

き
な
い
か
」
と
相
養
さ
れ
た
の

が
製
作
の
き
っ
か
け
だ
っ
た
と

い
う
。

客
の
願
い
を
聞
き
出
し
、

せ

界
に
た
だ

一
つ
の
設
計
画
を
作

る
の
は
折
敷
地
を
中
心
に
三

人
。

工
場
に
は
、

症
盤
や
ブ
レ

ス
穣
な
ど
の
工
作
機
械
約
二
十

台
が
並
び
、

こ
れ
ら
を
徒
実
員

五
人
が
集
る
。

　
・

当
初
、

製
品
は
木
工
関
係
の

加
工
機
械
が
多
か
っ
た
が
、

時

塵
盟
広
目
綱
隠
瞬
日
　
入

力
を
蕩
ら
し
一三
自
動
化
す
る

こ
と
で
、

生
産
性
を
西
め
る

折
政
地
智

（
中
）
の
捜
茸
国

を
見
て
、

郵
畳
製
作
に
取
り

組
む
徒
素
負
葛
Ｈ
高
山
市
松

之
木
け
、

米
栄
製
作
所

代
の
涼
れ
と
客
の
エ
ー
ズ
に
合

わ
せ
て
分
野
も
変
連
。近

年
は
、

リ
ハ
ビ
リ
用
の
手
す
り
加
工

英

Ｆ
材

を
リ
サ

イ
ク
ル
す
る

角
鶴
用
霊
材
製
造
機
の
ほ
か
、

地
ビ
ー

ル
向
け
の
瓶
洗
津
穣
、

せ
ん
べ
い
焼
き
機
な
ど
、

地
域

の
特
産
品
案
界
も
支
え
る
。

ま
た
飛
騨
市
神
問
町
の
神
岡

餌
山
坑
内
に
あ
る
東
京
大
学
宇

宙
線
研
究
所
の
ニ
ュ
ー
ト
リ
ノ

観
測
装
置

「
ス
ー
バ
ー
カ
ミ
オ

カ
ン
テ
」
で
も
、

同
社
の
観
測

地
点
計
測
機
が
使
わ
れ
て
い

る
ｏ好

評
に
応
え
て
二
産
中
の
高

品
も
あ
り
、

ト
マ
ト
な
ど
の
百

想
え
用
の
穴
掘
り
機

「
モ
グ
太

郎
」
が
、

そ
の
代
表
結
。

草
刈

り
種
の
刃
の
代
わ
り
に
付
け
て

≡ヽ 曇

の
機

。
人
的
昼

の

経
蕩
に
加
え
、

人
件
費
の
削

減
に
も
つ
な
が
る
。

既
存
の

機
械
で
は
不
可
能
だ
っ
た
作

馨

雇

じ

、
全

覇

寧

る
。

稼
働
し
、

八
分
間
で
二
百
個
の

穴
が
で
き
る
。
ト
マ
ト
の
産
地

飛
癖
で
は
約
二
百
台
、

県
内
で

約
五
百
台
、

全
国
で
は
約
二
千

合
が
愛
用
さ
れ
、

今
年
も
注
文

が
相
去
い
で
い
る
。
・

」
―

二
万
個
の
穴
を
掘
る
屋

家
も
あ
り
、

一千
乍
案
で
は
つ
ら

い
仕
事
。

「
者
労
括
を
聞
き
、

開
発
せ
す
に
は
い
ら
れ
な
か
っ

た
」
と
折
敷
地
。

「
企
画
通
り

の
機
械
ば
か
り
で
は
人
を
助
け

ら
れ
な
い
。

新
新
な
ア
イ
デ
ア

で
新
鋭
機
を
作
り
続
け
、

人
の

役
に
立
ち
た
い
」と
意
気
込
む
。

再
で
き
た
ら
い
い
な
』
を

実
現
す
る

″
ド
一フ
え
も
ん
夕
み

た
い
な
会
社
で
あ
り
た
い
。

ア

イ
デ
ア
マ
ン
や
技
術
者
ら
に
新

た
な
仲
間
に
な
っ
て
は
し
い
」

と
話
す
営
案
部
シ
ス
テ
ム
販
売

部
部
長
の
息
子
澄
全
じ
ら
が
い

る
同
社
の
夢
は
尽
き
な
い
。

獣

称
肝

（童

毒

射

「
登

表

専

一が

掲

書

範
一ヤ輪
督
彙
『統

来
春
新
奉
対
象
に

企
業
合
同
説
明
会

一撰
率抑時愁
檎
錦

□
情
報
フ

◇
器

窪

・
研
稼
会
　
１３

か
ら
、

横
阜
市

◇
費
江

枝
阜
都
ホ
テ
ル

日
午
後
１
時

・
「不
義
不
庭

立
日
午
後
７

定
期
森
会

（
上
映
会
は
５０

本
巣
市
政
田
の

ド
モ
ー

ル
内

ユ

・
シ
ネ

マ
堅
止

◇
県
Ｌ
Ｐ
ガ

か
ら
、

山る
。ボ

ー
ダ

産
活
法

し
い

よ
う
た
，

総
務
省
は
、

テ
０

一
≡
ク
、

一代

な
と

の
適
用
を
認

（情
報

と
固
定
通
信
、

た
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中
小
向
け
廃
液
処
理
装
置

計
山
の
芸
蓋
緊
「業
界
最
小
」で
安
く

岐
阜
県
高
山
市
の
機
械
メ

モ
カ
ー

（
共
栄
雲
作
所

（折

敷
姓
智
社
長
）
が
、

名
古
屋

市
の
ベ
ン
チ
ャ
■
企
業
と
共

同
で
、
工
場
の
磨
接
を
処
理

す
食
ふ
企
善
円
け

「廃
渡

秦
発
濃
縞
装
置
」
を
開
発
し

”
小
企
業
向
け
に
コ
ン
パ
ク
ト
化
し
た

「廃
液
蒸
発

浸
寵
装
霞
」
＝
岐
阜
県
高
山
市
の
共
栄
製
作
所
で

小
企
業
が
導
入
で
ま
】る
規
模

の
装
置
は
ま
た
珍
し
い
と
い

う
。

共
栄
製
空
所
は
「恐
ら

く
業
界
最
小
サ
イ
ズ
で
最
廉

勲
艶
ぽ
絃

る
。　

　
　
一

る
廃
渡
の
量
を
当
初
の
１０
１

３０
％
に
減
う
す
。　

一
時
摘
当

た
り
の
廃
渡
加
工
盗
は
紙
五

十
ル
。

大
き
さ
は
縦

一
・

七

五
カ
ー

横

一
“
五
炉
ヽ
前
き

二
■
三
ル
一
販
売
価
驚
は
約

一
千
万
円
に
抑
え
る
方
針

だ
。共

栄
製
笙
所
は

「自
動
せ

ん
べ
い
焼
き
濯
」
、

和
紙
の

原
料
を
作
る

「み
つ
ま
た
加

工
機
」
、

農
作
業
の
吉
植
え

を
手
助
け
す
る

「モ
グ
太

郊
」
な
ど
、

ユ
ニ
ー
ク
な
穣

積
の
製
造
が
得
意
。

今
回
は

「特
殊
検
枝
製
造
で
培
っ
た

ノ
ウ
ハ
ウ
を
環
境
ビ
ジ

ネヽ
ス

分
野

へ
広
げ
る
新
た
な
諏

み
」

（折
敷
地
部
長
）
と
い

う
。

芸
畿
は
、

工
場
廃
渡
を
水

ｌ
ｉ
■
１
「
】
「
１
ギ
■
■
■
も
Ｈ
沖
い一■
■
Ｐ

Ｉ

畢
お”等
薪

テ

ッ
ド

ニ
ア
ク
ノ
ロ
ジ
ト
の

輩
半
社
長
が
、

折
敷

地
部
長
と
高
校
の
同
級
生
だ

っ
た
縁
て
共
同
開
発
し
た
。

販
売
目
標
は
年
間
五
、

六

台
。

闘
い
合
わ
せ
は
、

ユ
ナ

イ
テ
ッ
ド

・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

ー
電
０
５
２

（７
８
８
）
２

８
２
０
＝
へ
．

―

・
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス

（名

古
屋
市
）
に
対
す
る
協
調
融

資
枠
二
億
五
千
万
円
を
設
定

し
た
と
発
表
し
た
。

無
担
保
で
期
間
は
六
年
。

出
店
ご
と
に
資
金
を
集
供
す

る
が
、

実
禁
の
融
資
に
当
た

っ
て
は
距
桂
計
口
を
採
姿
面

か
ら
確
認
す
る
内
容
を
契
約

に
盛
り
込
ん
だ
。

通
常
、

無

掲
保
の
協
調
融
資
は
侍
入
先

へ
の
信
用
を
前
案
に
行
っ
て

お
り
、

リ
ス
ク
管
理
手
法
の

明
示
化
は
珍
し
い
と
い
う
。

融
資
団
に
は
岐
阜
一
東
漢
両

信
用
金
扇
も
参
加
し
た
的

ピ
ー
ク
ル
ー
は
郊
外
型
焼

肉
産
一炭
焼
は
な
牛
」な
ど
を

経
営
。

名
古
屋
中
心
に
店
舗

展
開
を
進
め
二
〇
〇
八
年
ご

ろ
の
株
式
上
場
を
目
指
す
。



刈払しヽ機の

動力を利用
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刈払い機の動力を生かして、
200値の穴が3分程度で類れる
(マルチ自体の穴は21の道具
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る。およそ200回 の穴が3分侵度で掘れ
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替
セ木
質
録
器
智
社
５

は
、
新
農
材
の
ナ
■
デ
イ
ン

た
も
の
を
張
り
付
け
、

直
角

に
曲
が
つ
た
コ
ー
ナ
ー

材
を

作
る
。一

カ
ッ
ト
の
際
の
ほ
こ
・

り
は
集
じ
ん
機
で
吸
い
込

む
神
ヨ
ー
デ
ー

材
の
内
寸
法

は
夕
■
ジ
を
替
え
る
こ
と
に

よ
っ
て
五
十
五

リミ
か
力全
皇
二

十
ド
ま
で
調
節
で
き
、

長
さ

は

一
枚
四
五

・
五
弔
。

ジ
ョ

台
五
十
二
万
円

．

警

呂

具
は
別
売
り
）
で
、

自
築
業

者
向
け
な
ど
に
月
販
十
台
を

一慢
揮
す
ゃ
同
社
で
は

「
加
工

機
は
コ
ン
パ
ク
ト
で
移
動
も

簡
、単
。

瑞
材
が
，
サ
イ
ク
ル

活
用
で
き
る
」
と
話
し
て
い

る
。

建
材
加
工
機
を
開
発

養
擢
折
端
材
を
リ
サ
イ
ク
ル

一自
動
省
力
化
機
械
メ
ー
カ

■
の
共
栄
製
作
所
六
高
山
市

グ
ボ
ー
ド
の
端
材
を
コ
ー
ナ

「
材
と
し
て
再
利
用
す
る

「
出
国
パ
で
す
み
）
加
工
饉

た
と
い
う
。

　

　

―
―
―
ト

機
で
約
四
五

サ
イ
デ
イ
ン
グ
ボ
ー
ド
の
端
材
を
コ
ー
ナ
ー

材
に
活
用
す

る

「出
瞬
加
工
機
」
＝
高
山
市
松
之
木
町
、

共
栄
製
作
所

を
開
発
、

今
月
か
ら
本
格
販

売
を
始
め
た
。

住
宅
建
築
な
ど
で
窯
業
系

サ
イ
デ
ィ
ン
グ
ボ
ー
ド
が
普

及
し
て
い
る
が
、

こ
れ
ま
で

現
場
で
出
る
端
材
は
ほ
と
ん

ど
捨
て
ら
れ
て
い
た
。

ま
た

隅
を
迎
え
る
コ
ー
ナ
■
材
は

大
半
が
既
製
品
を
使

っ
て
い

折敷地智社長

2002年 (平成14年)6月13日 … 木曜日
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製概
業界

若
者
四
人
が
見
事
開
発

操
作
も
簡
単
、調

子
上
々

記
部
帳
料
の
Ｓ
ソ
マ
タ
、

コ
ツ
プ

の
要
に
は
言
作
業
が
満
就
化
で
普
な
い

だ
ろ
う
か
」
国
内
の
製
紙
腕
科
生
確
携

密
ヽ
製
紙
紫
界
の
長
年
の
念
感
た
，
た

班
度
は
ぎ
検
が
、

町
工
海
の
書
い
四
人

の
工
Ｙ
￥
一ア
た
ち
２
匠
半
に
お
よ

ぷ
暁

字

発

じ

た
。

驚

堤

せ
な
相
音
を
も
た
ら
し
た
と
の
機
材
は

ギ
ジ

マ
″
敦
寧

〓
ひ
伊

と
２
弓

け
ら
れ
、

円
日
な
ら
本
格
的
に
題
慎
さ

れ
ヽ見

↓
を
オ
ー
一
ワ
ー
ク
て
こ
の
新
蝕

一碑
盈
開
発
し
た
の
は
、

高
出
市
上
岡
本

脱
夫
栄
製
作
所
の
代
褒
青
、

テ
壊
地
醤

ど
ん
を
し
身
の
洋
ご
わ
を
も
箱
さ
ん
の

を
も
の
一舌
空
争
圭
切
Ａ
の
中
巨
止
一
さ

ん
名
し
の
四
人
〔

ヽ
ジ

平
ヘ

ヨ
ツ
琢

を

簿

服

の

☆
度
は
ぎ
は
、

本
の
大
小
、

犀
床
、

独

一容
も
の
た
が
あ
る
な
ど
で
、
こ
れ
ま
で

一才
作
業
て
し
か
で
き
な
か
つ
た
。

そ
れ

・や
寒
冷
期
の
ネ
う
の
つ
ら
い
仕
事
た
け

に
破
選
さ
れ
、

深
刻
な
人
事
不
足
と
な

つ
て
い
る
。

こ
の
た
め
理
露
経
費
イヘ
の

原
料
供
結
も
漂
約
さ
を
加
え
て
曽
馬

■と
町
の
山
中
和
鞭
ど
こ
ろ
言
競
副
門

合
村
て
も
安
皮
は
ま
の
機
斑
化
の
声
が

高
く
な
り
、
と
れ
を
田
い
た
笠
露
栄

中
首
さ
ん
ら
が
、

な
ん
と
が
考
案
し
よ

う
と
、

さ
る
四
十

桂
十人
月
な
ヒ
壊
ル

に
ま
り
組
ん
だ
。

各
地
の
要
概
席
【
関
係
者
に
脩
登
田

い
た
り
、

民
概
英
連
合
会
長
で
合
醐
み

っ
事
是
猟
質
宕
協
強
を
よ

震
口
銀
！

肝

舞

需

巽

森

縄

壁

務

Ｌ

一鶏

鮮

懸

番

ミ

盛
館

料
栗

市
川
栄
喜
氏
ら
の
ア
ド
パ
イ
ス

を
受
け
る
な
ど
努
力
を
確
け
、
こ
の
ほ

と

く
，

マ
な
投
樫

五
５

科

の
一

寿
、

二
丹
寝
で
〔ま
冬

ど
こ
デ
ヽ
＝
川

氏
の
工
毎
へ
舶
え
つ
け
、

実
舶
化
さ
れ

た
。こ

の
機
花
は
高
さ
七
十
つ

、
横

九

十
お
鷺
ざ
〓二
二
十
す
ほ
ど
の
鉄
挫
。

内

都
は
中
央
に
望
さ
三
十
ウ
の
カ
ツ
タ
ー

Ａ
栞
が
取
じ
付
け
ら
れ
、

そ
の
予
研
に

カ
ツ
タ
ー
受
け
会

合
去
ざ
三
キ
考
く

幡

左
０

メ
ち
４

カ‐‐ォ
■
五
所
登
後
ｗ
に
は
労価
の

イタ
リ
ン
タ
が
あ
ユ
、ヽ
カ
ツ
タ
↓
な作

も
つ
と
も
書

理

で
し

年
々
淡
約
さ
を
可
乙
ｔ
き
た
が
、

こ

被
務
の
開
発
て
ｔ
力
化
が
で
き
、

町

一谷
足
の
心
包
が
な
く
な
る
一
強
宙
慮
ル

に
大
き
な
役
割
り
を
す
る
新
錨
種
だ

と
早
く
も
普
及
に
意
欲
的
だ
つ
た
。

受
け
金
の

マ
タ
の
大
が
に

よ

，
接

聾

Ｒ

て
カ

左
か
ら
軒
取
ｍ
智
さ
ん
、

洋
さ
ん

殺
さ
ん
三
兄
弟
と
中
古
さ
ん
　
　
‐

ツ
タ
ー
が
回
毎
べ
■
ジ

マ
家
務
母
テ
医
立

と
カ
ツ
タ
ー
の
間
に
入
れ
、

上
へ
引

，

ば
れ
ば
、
カ
ツ
タ
，
に
よ
っ
て
翼
度
が

憾
革
に
は
が
れ
る
仕
組
ぢ
に
な
つ
て
い

亀
こ
れ
ま
で
表
度
は
ヤ
産
ま
た
サ
み
た
と

一
人
で
一
日
ヽ
二
十
三
よ
産
≡ど
が
精
い

っ
は
い
た
つ
た
が
、

こ
の
機
所
は
そ
の

四
博
の
龍
題
ホ
■
求
箕
％

ま
た
鮒
人
で

豊
確
ぞ
曽
々
ミ

昏
【畳
告

す
て
言
車
盗
ｑ
ギ
竹
へ
か
し
な
や
と

い
２
尽
０
な
い
と
い
う
、

お
読
の
日
子

上

ん
。

年
書
通
さ
な
り
は
「や
つ
ナ享
Ｆ
四

安
田
会
長
は
「
腐
村
生

↓お
界
へ
の
供
給
が

8 =和 4 8年 2月 5 0 月 磁

耳
をら
?干

で開発されたミ
平:窪釜畳憲す

り
,


